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題目　統計物理学と生命の進化 
講演者　菊池誠 (サイバーメディアセンター) 

統計物理学はたくさんのものが集まった時の平均的な振る舞いを研究
する分野です。普通は原子や分子が集まった物質を対象にしますが、
実は統計物理学の応用範囲はそれに限られず、なんでもいいからとにか
くたくさん集まれば研究対象になります。ボルツマンのエントロピーは
エネルギー以外になんの制約もない時に巨視的状態の実現しやすさを
表し、エネルギー保存の制約のもとでもっともありふれた状態が熱平
衡状態として実現します。熱力学系でない場合、エントロピーは真の意
味での実現しやすさに対応するとは限りませんが、仮にさまざまな状
態が全くランダムに出現するとしたら何が起きるかを知ることができ
ます。私たちはランダムに作ろうとすればとんでもなく珍しいはずのも
のが現実に存在することを知っています。生命です。生命は長い進化の
過程を経て作りあげられた珍しいものです。私たちは、統計物理学の手
法を用いて得られるエントロピー最大の分布と進化シミュレーション
とを比較することによって、進化という現象の特性を明らかにする研究
を進めています。もちろん、簡単な「おもちゃモデル」でしか話はでき
ませんが、これは生命進化を研究するための新しい方向性となるで
しょう。この講演では遺伝子制御ネットワークのモデルとその進化に
ついてお話しします。 


